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八王子音楽祭 2021「世界の楽器展覧会」
 Hachioji Music Festival 2021 - World Music Instruments Exhibition

小日向英俊
KOBINATA Hidetoshi

　東京音楽大学付属民族音楽研究所は、2022年 3月に八王子音楽祭 2021 の企画展「世界

の楽器展覧会」に所蔵楽器の一部を展示し事業協力した。本企画は、公益財団法人八王子

市学園都市文化ふれあい財団による加藤富美子所長への相談に端を発したもので、筆者が

展示監修を担当することとなった。

　2008 年に「新春八王子音楽祭」として開始された八王子音楽祭は、クラシック音楽、ジャ

ズ、邦楽アンサンブル、ゲーム音楽など多様なジャンルを扱ってきた（公益財団法人八

王子市学園都市文化ふれあい財団 2021: 3）。第 12 回となる 2021 年度企画は「Music for 
Earth ♪」と題し、「多様な音楽体験」「打倒新型コロナ！」「町を元気に !」「地球のために !」
のコンセプトを挙げて、世界のさまざま音楽を扱う方針の下に進められた（米倉 2021）。
開催地八王子は、江戸時代以前から八王子織物が有名であり、現在は 21 の大学が存在す

る学園都市でもある。また、八王子車人形や説教浄瑠璃といった無形文化遺産にも富み、

経済、学術、芸能を備えた東京西部の文化中心地である（八王子市 n.d.a、n.d.b、n.d.c.）。
遅ればせながら、筆者は今回の企画を通じて西東京の歴史ある音楽文化を再認識した。

　八王子音楽祭 2021 の内容は多岐に亘り、1. ホール公演、2. 展覧会、3. オンラインイベ

ント、4. 地域図書館との連携企画、5. SDGs 関連イベントで構成された。特にホール公演

では、中核劇場いちょうホールや南大沢文化会館を舞台に、日本民謡の現代アレンジ、イ

ンドネシアのガムラン音楽と影絵の融合、ベリーダンス、巴里をテーマとした公演が行わ

れた。オンラインイベントにも、アフリカのラメラフォン製作ワークショップ、アイリッ

　本研究所は、八王子音楽祭 2021「世界の楽器展覧会」（2022 年 3 月24 日（木）〜 27 日
（日））に事業協力し、所蔵楽器の一部約 60 点を展示した。本音楽祭のキャッチフレー

ズ「Music for Earth♪」に沿い、楽器を通じて世界のさまざまな音楽を紹介した。併

せて行ったインドネシアのガムランとクルグズのコムズのロビーコンサートにも、本研

究所の教員や本学学生が出演した。モノとしての楽器の展示に加え、楽器の音や音楽

も展示した。ハンズオンコーナーでは、楽器の実際の音にも触れてもらった。世界の

楽器の不思議で魅力的な形は、それだけでも人々を惹きつける。楽器の様々な音色に

触れることで、来場者が音楽を通じた世界の旅をイメージできることを狙った。新型コ

ロナウイルス感染症による延期を経た本展の開催は、主催者公益財団法人八王子市学

園都市文化ふれあい財団スタッフの不断の努力によるものであった。

　  キーワード：楽器 musical instruments、展示 exhibition、
　　　　　　　世界音楽 world music、八王子音楽祭 2021 Hachioji music festival
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シュ音楽、インド・ネパールの古典音楽、西アフリカ音楽の紹介、イタリア音楽と食のコ

ラボレーション、中国伝統楽器二胡と茶芸のコラボ、南インド古典音楽、オーストラリア

のディジェリドゥ、ブラジルのボサノバ、日本の箏とイランの打楽器トンバクのコラボな

どがラインナップされた。まさに地球の音楽を体験するように仕組まれたものであった。

　当初、本展は 8 月〜 9 月の期間の上記イベントと同時に実施する予定だったが、新型コ

ロナウイルス感染症の拡がりから約半年延期された。他の企画も同様の措置となったもの

が多く、中止となったものもあった。公益財団法人八王子市学園都市文化ふれあい財団の

スタッフの粘り強い努力のもとで、本展が年度内に実施されたことは、感慨に堪えない。

　監修者の基本コンセプトは、モノとしての楽器ハードウェアを通じて世界各地の音楽へ

の興味を拡げてもらうことであった。来場者は、モノとしての楽器を見る
0 0

、楽器音や音楽

を体験する
0 0 0 0

、文化的背景や各楽器の演奏法などの説明を読む
0 0

ことで、モノ←→体験←→知

識の循環の中に身を置くことになる。本展では、株式会社夢現舎が開発した展示ガイドア

プリケーション eGuide を活用し、音とテキストを来場者の端末に提示した。楽器を見な

がら端末で説明を読み、音を確認する姿が多く見られた。

　展示ゾーンは、八王子市芸術文化会館第 1・第 2 展示室、および会期中に行う演奏鑑賞

イベントは、いちょうホール（大ホール）2F ロビーおよび会館 1F ロビーに配置した。展示

は、I.ウェルカムゾーン、II. アフリカ、西アジア、III. 欧州・中央アジア・中南米・オセアニ

ア、IV. ハンズオンコーナー、V. 南アジ

ア、VI. 東南アジア、VII. 東アジアの各ゾー

ンに分割し、世界諸地域を網羅した。ハ

ンズオンコーナーでは、中米のレインス

ティック、アフリカのザイロフォンなどを

配置し、研究所研究員などが説明やファ

シリテーションを担当した（写真１）。

　同時開催したロビーコンサートでは、

多くの観客が演奏と展示（写真２）を行き

来し、世界音楽の体験を深めた。このイン

ドネシアのガムランアンサンブル（写真

３）と、クルグズのコムズ（写真４）の 2 回
のイベント演奏者たちも、本研究所の教

員と本学学生たちであった。

　本展示は「世界の楽器」と謳ってはい

るが、本研究所の所蔵楽器で地球上のす

べての楽器を網羅できるわけではない。

展示の穴
0

を埋めるため、個人の楽器所有

者や専門楽器店の協力が不可欠であっ

た。これらの名称は、以下の「展示楽器

一覧」に注記した。また本学社会連携部

が財団との渉外を担った。併せて、ここ

に感謝の意を表す。

写真１ ハンズオンコーナー（筆者撮影）

写真２ アフリカの楽器など（筆者撮影）
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展示楽器一覧：

（楽器名順不同、以下同様）

写真３ ガムラン演奏 1(2022-03-24、筆者撮影 ) 写真４ コムズ演奏 2

(2022-03-26、筆者撮影)
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注 :

1 　演奏：「東京音楽大学ジャワガムラン・オーケストラ」及び「ガムラン実習」授業履修生

2 　演奏：ウメトバエワ・カリマン
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（本学客員教授、音楽学）

  The Institute of Ethnomusicology, TCM collaborated with the Hachioji College 
Community & Culture Fureai Foundation in Hachioji Music Festival 2021 - World 
Music Instruments Exhibition, showing a part of musical instrument collection in our 
holding. The author supervised the exhibition in collaboration with several agents to 
enhance visitors' experience in world music through instruments as artifacts, audio-
visual information on hand-held terminals, and music and dance on real stages. In 
hands-on zone, many visitors played rainstick etc., enjoying their real sounds.
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